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茨城巣沿岸海域におけるイカナゴについて　第3報

（隣接海域からのコウナゴ来遊量の推定）

富　永　　　裕

Theimmigration of juvenile sandJanc8

from the adjacent area．

Yutaka TOMINAGA

Abstr8Ct

Juvenile sandlance caughtin the coastal reglOn OfIbaraki Prefecture

Can be thought to be composed by　2　groups，Oneis animmlgration

group from the adjacent area and the otheris a group peculiar to

lbaraki district．This paper attempts to make clear the proportion of

the above mentioned　2　groups on the equation（3）．The modelis based

On the hypothesis that fish populationis distributed uniformlyin fishing

grounds，and CPUE reflects fish population denslty．

Consequently，it rnay be assumed that theimmlgration group occupleS

for the most part of total catchinIbaraki Prefecture．

Nt＝No・eXp（－Zt）

Z＝F＋M－R

where

Nt：number of fish at time t

No：initial population

M：natual mortality coefficent

F：fishing mortality coefficent

R：immlgration coefficient

L＝　unit of time（7days）
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は　じ　め　に

筆者は当県沿岸に分布するイカナゴの生息領域に

関する仮説を既に報告した　冨永1987＼・。それは，

「成魚の生息紬域は低温水の拡人・縮小とは必ずし

も連動せずに，ある程度恒常的に存在する。性仔魚に

っいては地先産卵群に由来するものと，海況の動向

によっては隣接海域からの来遊もある。」というも

のであった。つまり，当県において漁獲されるコウ

ナゴについては地先発生群と隣接海域からの来遊群

との2群があることを想定しているが，数量的比率ま

では論じなかった。そこで本報では．1県で漁獲され

るコウナゴについて地先発生群と隣接海域からの来

遊群との数量的比率について検討した。なお・椎任

免：し0歳）をコウナゴ，成魚・こ1歳以上）をメロウ

ドと記して議論を遷めた。

報告に先立ち．資料の解析に有益な助言と原稿の

校閲をしていただいた茨城県水産試験場一佐々木退

也，資源部良に謝意を表します＝

方法および結果

児玉（1980），奈良（1985：一一富永（1988）の報

告によると．仙台湾以北には脊椎骨数のモ【ド64

（Lro叫rle含まず：），以南には62の群が存在するニ

したがって，当県で漁獲対象となるコウナゴは，宮城

・福島・茨城海域を生息領域にしているという前提

のもとに解析を行った。

l　漁船数・漁獲量の集計

毎週1回発行の茨城県漁海況速報ぐ1979年～1988

年二．を使用し週削佃こ漁船数，漁獲量を集計した。

2　漁獲尾数の算出

発生年によってコウナゴの成島に遅速がみられる

ことは既に述べたとおりである∵富永1988∴漁獲

尾数の算出にあたっても各年ごとに成長曲線を求め

るべきであろうが，ここでは1984年の成長曲線■こ1）

を適用した。1983年以前については魚体調乗が不

十分であることと，この報告によると成島曲線には

大きな違いがみられないと考えられたので，1984年

における成島曲線を適用しても，漁獲尾数の算出結果

にはそれほど大きな違いは生じないものと判断した。

富永こ1988二；に従い成長拙鰍1は全長一体重換常

式し2二．とによって過ごとの堰あたりの体重を計算し

た．。

IJトー12′／1十expL1．048－0■139t二）　仰

Ⅵ▼t＝1．006・0．001・い予摘 し2）

Lt：t期における全長

t：時間・：週二・

Wt：t其射こおける体重

次に，漁獲量を体重で険し過別の漁獲尾数を求めたC

3　資源量変動について

資源量変動の数学的モデルは土井・〔1972）になら

い・3二・を設定した。

Nt＝No・eXpL－Zt二

t：時間（週二・

Nt：t期における尾数

No：初期資源尾数

（31

Z＝11＋F－R

F－‾qX

q：漁獲能率

X：漁獲努力量

Z：全滅少係数

＼・1：自然死亡係数

R：来遊係数

F：漁鷹係数

ここで，資釦は全漁場内に均一に分布しているもの

とし，CPUE（努ノブ量あたり漁獲尾数）は漁場内に

おける資源の密度を反映しているものとした。すな

わち

Ct／Xt＝q・＼t

Ct：t期における漁獲尾数

（．4）
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Xt：t期における漁獲努ノブ量し漁船数、）

Nt：t期における資源尾数

は＝4）式から

en・こい／Xt）＝eIl（qNoJ－Z・t　・：5）

を得る。つまり，仁rl〔Ct／′xt〕とtとは直線回帰

することを意味する。各年についてCPUEの変動パ

ターンから資源変動を想定し．各年について全滅少係

数（Z）を推定した（表1，図1）。

表1　計　算　結　果

年 Z 努 力 員 相 関 係 数 週 数

1 9 7 9 0 ．4 3 8 1 8 5 ．8 0 ．8 5 1 7

1 9 8 0 tl ） 0 ．0 8 6 5 5 4 ．6 0 ．69 1 8

1 9 8 0 （2 ） 0 ，4 1 6 1 18 ．5 0 ．8 1 5 9

1 9 8 1 0 ．1 8 8 1 1 9 ．7 － 0 ．87 4 1 8

1 9 8 2 0 ，2 2 0 7 4 ．8 － 0 ．8 3 0 1 2

1 9 8 3 0 ．1 2 1 7 0 2 ，8 0 ．9 1 3 2 2

1 9 8 4 （1 ） 0 ．0 9 6 5 3 9 ．7 0 ，7 10 1 0

1 9 8 4 （2 J 0 ．8 0 7 1 3 7 7 ．0 0 ．89 6 4

1 9 8 4 （3 ：・ 0 ．3 4 3 5 6 2 ．5 0 ．7 4 5 4

1 9 8 4 （4 ） 0 ．1 0 7 8 8 6 ．6 0 ．9 5 3 3

19 8 4 （5 1 0 ，2 3 9 5 9 5 1 3 － 0 ．9 9 8 3

19 8 5 （1 ） 0 ，2 0 8 6 9 8 ．1 0 ．8 2 6 6

19 8 5 （2 ） 0 ．2 6 4 6 4 3 ．7 0 ．9 1 5 5

19 8 5 （3 1 0 ，4 7 9 3 5 5 ，4 0 ＿8 1 2 5

19 8 6 （1 1 0 ．16 3 3 4 3 ．2 0 ．6 1 6 4

19 8 6 （2 二■ － 0 ．16 6 6 5 0 ．5 0 ．8 6 5 4

19 8 6 （3 1 0 ．14 0 5 6 9 ．5 0 ．9 3 7 4

19 8 6 14 ．〉 0 10 4 6 3 5 0 ，5 0 ．5 4 8 6

19 8 6 し5 二l 0 ，2 8 4 3 2 4 ．8 －0 ．9 5 9 6

19 8 7 0 ．15 8 1 6 1 ．8 － 0 ．9 1 3 2 0

19 8 8 0 ．4 7 7 3 5 ．9 － 0 ．8 8 4 14

4　F，M，R，qの推定

次に，F，九・t R－　qの推定方法について述べる。

ここで，、里具由岸海域における低温化傾向の指標

として冷水強度を定義した。冷水強度の表現方法は
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100m深水温分布図（東北海区水産研究所）を川い

35～37日＼，陸岸一一142OEまでの範囲における10‘し

以下の水温血積を算出し，そのうち最小の面積であ

った1979年の数値を1として各年の相対的な面積比

を求め冷水強度とした。

コウナゴの漁獲量（Y）と冷水強度（X）との間に

はl．61の関係が得られた。

Y＝－2196．6十49，1X

R＝0．743

（6）

冷水強度の強弱は親潮系水の南下勢力の強弱を意味

しているが，図2でもわかるとおりコウナゴの漁獲員

は，冷水強度の強い年ほど増加する傾向のあること

がわかる‖1979年および1988年においては親潮系

水の南下勢力が弱く．当県沿岸海域は比較的高温で

経過しコウナゴは不漁であった。したがって．この

両年についてはコウナゴの来遊はなかったものとし

た。このことから両年のZのうち小さい方の値

Z＝二0．438以上を示す時期（1979年，1984年2期，

1985年3期，1988年）に関してはコウナゴの来遊

はなかったものとみなし（表1）一　Widrig（1954）

に従い最小二乗法によってM．qを推定し

M＝0．415

q＝0．000276

（R二0，973）

を得た（凶3）の　それ以外の年．時期では来遊があ

ったものとみなし，得られたM二二0．415－　q＝0，000276

を各年一　缶時期に代入してF，Rをもとめ表2に示

した。

ここでF，M，Rノの数値および漁獲尾数を用いて初

期資源尾数〔No），　来遊尾数（NoI）を以卜の式

によって貸出し，結果を表3に示した。

SニeXP（－Zt）

じ二F〔1－SJ／Z

l＝Rぐ1－S）／′z

No＝C／E
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図1　全減少係数（Z）の推定
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間2　漁獲屋と冷水強度との関係

間中の数字は漁獲年を示す
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表2　計算結果

年

表3　　資源星の試算

勾三 総 来 遊 尾 数
初 期 資 源

尾　 数
総 漁 獲 尾 数

1 9 7 9 0 16 ．9 1 ．9

19 8 0 7 9 ．6 2 7 ．9 2 6 ．6

1 9 8 1 17 ．4 1 3 ．1 2 ．2

1 9 8 2 4 ，6 5 ．1 0 ．4 4

1 9 8 3 8 1 ＿2 2 1 ．6 3 2 ．2

1 9 8 4 6 4 ．4 4 ，3 2 4 ．4

1 9 8 5 2 3 ．1 8 ．3 9 ．1

1 9 8 6 6 9 ．8 1 4 ．4 1 8 ，4

1 9 8 7 7 1 ．6 3 9 ．2 1 0 ，6

1 9 8 8 0 2 1 ．9 0 ．4 5

（注〕定数×109
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F：漁獲係数　九・1：自然死亡係数　R：来遊係数

Z：全減少係数　S：生残率　E：漁獲率

t：来遊率　C：漁獲尾数　No：初期資源尾数

Nol：来遊尾数

この結果からすると来遊尾数が多いほど漁獲尾数も

増加する傾向にあることがわかる（図4）。

お　わ　り　に

当県においてメロウドが漁獲されたのは1984年

からであるが」本報ではそれ以前からメロウドが当

県海域に生息しておりコウナゴも発生していたもの

と仮定して解析を行った。

コウナゴの来遊群と地先群との数竜的な割合は表

3に示すとおり来遊群は地先群の0～14倍（平均3．3

倍）の数値となったことから，コウナゴは来遊群の占

める比率が多く，漁獲竜は来遊竜に左右される可能

性が高いと推定された。また来遊量の年変動も激し

く．それだけに漁獲量も不安定にならざるを得ない

宿命にあるものと思われた。

茨城県海域においてメロウド漁業が本格化した

1985年以降についてメロウド漁場を整押すると，

仙台湾付近と茨城県鹿島の2漁場に大きく分かれて

おり（図5）．漁場形成の実態からメロウドの生息場は

比較的限定されているものと考えられるが．沈性枯着

卵を産出することから，ふ化稚魚の主要な生息域も

仙台湾と鹿島付近に存在するものと思われる。漁獲

統計資料からみて，仙台湾付近におけるメロウ卜の

生息畳は茨城県鹿島海域より多いと推定され，また

コウナゴ発生量も多いものと思われた。本報では隣

接海域からの来遊崖が多いという結論が得られたが．

海況変動によって仙台湾付近で発生したコウナゴの

来遊＿星は大きく変動するものと思われ，そのことか

当県における漁娃変動に大きく影響するものと推定

された。
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図3　漁獲努力竜と全減少係数との回帰直線

数字は漁獲年を示す。
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［刻5　メロウド漁場（◎）の推移（1985年～1988年漁期）



要　　　　約

茨城県沿岸海域において漁獲されるコウナゴにつ

いては，地先発生群と隣接海域からの来遊群との2

群があるものと考えられるがJ数′、声的モデルを設定

して，その数竜的比率について検討した。得られた

結果は次のとおりであった。

（1）茨城県において漁獲されるコウナゴは来遊群の

占める割合が高いものと推定された。

（2）来遊量は年変動が激しく，それだけに漁獲竜も

不安定にならざるを得ないものと思われたr■
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